


Ⅲ.申請事業

入力数 172 字

入力数 199 字
Ⅳ.実行団体の募集

(3)申請数確保に向けた
 工夫

従来までの当団体の活動から、すでにコネクションを得ております。そのコネクションを軸に申請数の確保を進めていくと共に、団体ホームページからの情報発信によ
る公募等を検討しております。

(4)予定する審査方法
 (審査スケジュール、審査
構成、留意点等）

理事長である高橋紀子を中心として、当団体への助成金分配後、速やかに公募に入る予定です。

(5)事業実施後（1年後）以降に目標とする状態
先天性の色覚少数派は日本人男性の20人に1人、女性450～500人に1人、日本全体で約320万人の方がいるといわれています。その人たちにとっての得意な色、苦手な色、見分けやすい配色、識別し
にくい色の組み合わせがあります。色覚弱者だけが見える得意なこともあります。本助成終了後、その色覚弱者が馴染みやすく誇りを持てる社会、色覚弱者であることを不利に感じない社会に近づ
けることを目標にしたいと考えます。

(1)採択予定実行団体数 5団体程度（予定） (２) １実行団体当たり助成金額 200～300万円程度を想定しております。

(4)今回の事業実行を通じた目標 実施・到達状況の目安とする指標 把握方法 目標値/目標状態 目標達成時期

ユニバーサルデザイン活動推進による色覚弱者への理解
の浸透と、それが当然となる新しい日本社会へのステッ
プアップを目指します。

人の感覚、認識による部分が多く、明
確な指標は掲示し難いです。

研修、セミナー、体験学習等を通じ
て、その認識の変化を主催者として
把握する方法を考えております。

交通標識、交通案内、サイン及びシグ
ナル、教育現場等が色覚弱者への配慮
を検討することを当然とする社会を目
標としたいと考えております。

助成金分配後、可及
的速やかに左記目標
を目指します。

(3)活動（資金分配団体による伴走支援） 時期

実行団体によるⅢ⑵の活動を伴走するため、適宜、研修、セミナー等を開催するとともに、月一回程度の定例ミーティング、イベント等実施の際の事前 2020年9月以降順次

協力、事後報告の収集及び管理体制の逐次研鑽等をその活動の軸と捉えます。

また、当団体自身の活動状況、財務状況等も適宜開示し、年度末にグループ全体の総会等の開催も検討するところであります。

・企業等への主として労務分野へのガイダンス 〃

・公民館、公立施設等を利用しての啓蒙活動への理解 〃

当団体が活動の「幹」となり、カラーバリアフリー活動に理解、賛同して頂ける団体、個人への啓蒙活動、研修活動或いは販売活動等を推進致します。「幹」となる当団体は実行団体への管理・監
督・研修を通じ、ようやく根付きつつある当該活動を加速させ、多数派、少数派が相互に認め合い、その差異を楽しめる感覚の日本社会を実現することをビジョンとして考えております。

(2)活動(資金支援)（実行団体の活動想定） 時期

当団体が実施する研修、セミナー等を通じてその社会的必要性、知識を習得して頂き、実行団体からさらに枝葉にその考えを広めて頂く活動を想定して

おります。具体的には、

・学生を招いての体験学習（想定：中学生以下） 2020年8月以降順次

・大学生、社会人を招いての討論 〃

・大学研究室等と連携してのユニバーサルデザイン活動の研鑽 〃

(1)申請事業の概要



Ⅴ.事業実施体制

Ⅵ.関連する主な実績

②その他、助成金等の分配の実績

(2)申請事業に関連する調査研究、連携、マッチング、伴走支援の実績、事業事例等の実績
2019年は色覚問題「見えている色はそれぞれ違う」と称して大阪同和・人権問題企業連絡会、寝屋川市人権教育協議会にて、同じく「ものの見え方は人それぞれ」と称して茨木市天王中学校ＰＴＡ
にて、同じく「展示と体験」として大阪市福島区役所にてそれぞれ実施、2020年は滋賀県近江八幡市立小学校での講演と体験研修、ZOOMでの新潟の敬愛学園大学授業も活動も実施しております。
2018年以前の実績については、内閣府NPOホームページ参照(https://www.npo-homepage.go.jp/npoportal/detail/027003435)をご確認ください。
その他新聞等出稿も多数（http://www.truecolors.jp/media.html）しております。
活動状況は当団体ホームページ、フェイスブック（体感！十人十色）、ツイッター、インスタグラムから随時情報を発信し、実績の紹介をさせて頂いております。

本申請事業以外の事業について、コロナウイルス感染症に係る助成金や寄付等を受け助成金等を分配している(予
定も含む）

有 無
有の場合
その詳細

助成金の分配実績はございません。

本申請事業について、コロナウイルス感染症に係る助成金や寄付等を受け助成金等を分配している(予定も含む） 有 無
有の場合
その詳細

本申請事業について、国又は地方公共団体から補助金又は貸付金（ふるさと納税を財源とする資金提供を含む）
を受けていない。

無 ※有の場合、選定の対象外となります（公募要領：助成方針参照）

(2)他団体との連携体制 従来までのコネクションを得ている企業、団体、学校、民間団体等と連携を取り、本件活動を盛り上げていきたいと考えております。

(3)想定されるリスクと管理体制
数値して目標とすることが難しく、人の感覚とする部分が多いため、メンバー間での認識の相違が発生する可能性がありますが、その相違は定期的なミー
ティング等によりコミュニケーションを図ることを検討しております。

(1)休眠預金以外の助成・補助金活用の有無
①コロナウイルス感染症に係る事業

(1)メンバー構成と各メンバーの役割 理事長である高橋紀子を中心に、当団体の副理事、理事等でメンバーを構成致します。理事詳細については、定款をご確認ください。


